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１．RotaryView  
 

RotaryView 回転振動データ解析装置は、当社が長年、計測制御関連のソフトウェア開発を行う中で、産業用

モータ・発電用タービン・コンプレッサ・ポンプ等の大型回転機器に関する多くの納入事例をベースとして自信を持

って発売した製品です。従来、軸振動関連のデータ収集解析はデータレコーダやトラッキングフィルタ等を使用し

た大型のシステムや、専用システムが使用され、ポータブルタイプのシステムは数少なく、処理機能も限定された

ものが中心でした。当社では、この度、ティアック㈱が発売した「リアルタイムレコーデイングユニット「ＬＸ－１０００」

とパソコン、センサアンプとを組み合せて、回転軸振動データの収録から、解析に至るまで一貫した処理が簡単に

行えるシステムを開発しました。 

今後とも、皆様方の開発業務に貢献すべく努力して参ります。 

 

 

２．RotaryView の特徴 

 

● RotaryView 回転振動解析装置は、ティアック㈱の「リアルタイムレコーデイングユニット ＬＸ－１０００」とパ

ソコン、センサアンプ、専用ソフトウェアとを組み合わせてデータ収録・解析を行うシステムです。 

 

 

[RotaryView の主な特徴] 

 

■各種、回転機器の軸振動現象を解析する為に、回転数に比例した振動データのリアルタイム収

集を行い、周波数解析・位相演算により、回転軸にかかる振動がどの方向（位相）に作用してい

るかを解析します 
 
■１台のデータロガーで、回転パルス１チャネルと振動データを最大１６チャネル収集できます 
  動電型速度センサ、非接触型変位センサ用に専用のセンサアンプを提供可能 
 
■データ収集モードは、回転数取り込み（Δｒｐｍ）と時間取り込み（Δｔ）が可能です 
 

■回転次数成分（０．５Ｘ、１Ｘ、２Ｘ～）電源周波数次数成分５０／６０Ｈｚの（１ｆ、２ｆ）の解析が可能 
   
■データ収集中にタイムトレンド、ボード線図、ベクトル線図、オービット、ＦＦＴ等の表示が可能 
  １画面に１グラフのみでなく、複数グラフを組み合わせて表示することも可能 
 
■データ収集後に、再度計測データを呼び出して各種グラフ表示が可能です。又、データはＣＳＶ形
式ファイルに変換ができますので、試験の結果をＥＸＣＥＬで簡単に作表できます 

 

 

ティアック㈱ 

データロガー「ＬＸ－１０００」 

各社ウインドウズパソコン 

ﾃﾞｲｽｸﾄｯﾌﾟ／ﾉｰﾄ 

カラープリンタ 

レーザープリンタ 

専用センサアンプ 

（個別対応品） 

 
LANｲﾝﾀｰﾌｪｰｽ 電圧入力 
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３．RotaryView の使用分野と必要機器構成 

 

RotaryView は回転機器の軸振動現象を解析するために使用し、装置の保守や試験研究に使用できます。 

 

■大型モータの定期保守時の試験用としてベンチや現場でダイレクトにデータを解析できます。 

 

発電所のタービン起動用や各種プラントで使用されている産業用の大型モータを補修・定期保守を行う場合に

当システムが役に立ちます。特に、現地での試験を行う場合に小形軽量な「ＬＸ－１０００」とノートパソコンとを組

み合わせてリアルタイムに効率的な試験ができます。 

従来、データレコーダやトラッキングフィルタを使用して計測し、再度そのデータを再生するなど多くの時間をか

けて処理していた作業も不要になり、解析作業の効率化が図れます。 

 

 

 振動・速度 

    振動・変位 

    回転数 

    各部温度 

        等 

 

■発電所の蒸気・ガスタービンの定期保守用に１６チャネルの振動データ収集もコンパクトに行えます。 

 

故障することが許されない、発電用タービンの定期保守の際に、現地に持ち込んでバランス調整や部品交換後

の試験運転時の計測用に使用できます。 

 

 

振動・速度 

    振動・変位 

    回転数 

    各部温度 

    圧力 等 

 

 

＜構成例＞ＬＸ－１０００、センサアンプとウインドウズノートパソコンのシステム 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●使 用 機 器 一 覧 

①ＬＸ－１０００データロガー ８ﾁｬﾈﾙ電圧入力   テイアック㈱ 

②専用センサアンプ     （使用するサンサにより個別対応品） 

③ウインドウズパソコン    CPU Corei5 メモリ 8GB 以上 

                                               Windows 10 

④ＬＡＮインターフェース 

⑤カラーインクジェットプリンタ    

⑥RotaryView   回転振動データ収録・解析ソフトウェア 

タ
ー
ビ
ン 

 

蒸
気
・ガ
ス 

  

大
型
モ
ー
タ 

セ ン サ

アンプ 

セ ン サ

アンプ 

専用センサアンプ 

動電型センサ・非接触センサ 

（個別対応品） 
ウインドウズパソコン 

Corei5、8GBﾒﾓﾘ 

ＬＸ－１０００データロガー 

ＴＥＡＣ製 
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４．RotaryView のデータ収録・解析方法 

 

RotaryViewは軸振動データ収録から解析までを一貫して処理できます 
 

■従来ご使用いただいているバランサーなどを使用した場合と比べて大幅に時間を短縮できます。 
 

「従来のポータブルバランサーを使用した場合」          「RotaryViewを使用した場合」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■回転数と最大１６点の振動データを収集し、リアルタイムにＦＦＴ解析、位相演算が可能です 
 

・Δｒｐｍ、Δｔのタイミングで８回転分の波形データとＦＦＴ・トラッキング演算したデータをHDDに記録します。 

・ポーラル、ＳＶグラフをリアルタイムに表示し、回転数の変化による振動と位相をモニタすることができます。 

 

■解析工数の大幅な削減ができます 
 

・ RotaryViewは収録データを直接HDDに保存します。後処理で解析を行う場合、この収録データを元に解析   

  するため、解析パラメータを変更して再度解析することも容易です。 

 

■レポート作成の工数を削減できます 
 

・ レポートを作成する場合、従来のポータブルバランサーの表示をいちいち記録したり、その数値を試験成績書に転

記したりと面倒な手間がかかるだけでなく、体裁も悪いものになります。RotaryView では後処理で画面イメージを

クリップボードに出力できますので、これをダイレクトにExcelやWordに貼り付けができます。 

   試験報告書などに、この画面を貼り付けることで効率的にレポートを作成できます。 

繰
返
し
作
業
で
大
変
！ 

ストロボタイプの 

ポータブルバランサー 

で測定 

 

バランス修正用計算

器で解析する 

ストロボランプで 

回転数を測定 

振動検出器の位置を

変えて測定 

 

パソコンで 

レポート作成 

手間がかかる 

RotaryView 
 

レポート 

レポート 

 

RotaryViewは、 

・軸回転振動データをリアルタイムにモニタします 

・収録時、振動と位相データの同時モニタが可能です 

・Δｒｐｍ、Δｔ、FFT、トラッキングデータを保存します 

・ 画面イメージをクリップボードに出力します 

レポートの作成に便利です 

・波形、解析データの再表示が可能です 

簡
単
操
作
で
回
転
軸
振
動
デ
ー
タ
を
収
録
・
解
析
が
可
能 

試験成績書 

等の作成用 

ファイル出力 

Word  Excelで 

レポート作成 

複数の 

回転軸振動データを 

リアルタイムに同時

収録解析できる 

CSV 
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４. RotaryView を使用するには？ 

 

４．１ 使用するパソコン及びロガーとのインターフェース 

 

(1) 対応パソコン   

①ＯＳ：Windows 10 

 ②ＣＰＵ：Corei5程度の高速な機種であること。 

                               各社ウインドウズパソコン。 

② 主記憶容量、8ＧＢ以上必要。 

③ ハードディスク100ＧＢ以上必要。 

                           （チャネル数、サンプリング周波数、収録時間により異なります） 

    ④ディスプレイ装置、カラーＸＧＡ(1024×768)以上 

    ⑤ウインドウズ対応のープリンタ（出力形式はＡ４／Ｂ４です） 

 

   ※１ ノートパソコンの場合には、できるだけ高速なものをご使用下さい。 

                  ※２ 当ソフトを使用する場合には、パワーマネージメント機能、スクリーンセーバー機能は 

              使用できません。 

 

(2) 使用データロガー  

            ティアック㈱、リアルタイムレコーデイングユニット「ＬＸ－１０００」 ８／１６チャネル入力モデル 

    

  ①振動データ入力用アンプについて ： ＤＣ（電圧）入力アンプ対応。 

本体にアンプを追加して、１６チャネルまで使用可能。 

②回転数データ入力について ： ＬＸ－１０００のパルス入力端子を使用します。 

③パソコンとのインターフェース ： イーサネット 

            ※１ ＩＣＰ入力アンプを使用する場合は当社にお問い合わせください。 

        ※２ ＬＸ－１２０を使用する場合は当社にお問い合わせください。 

  

(3)センサ接続条件について 

動電型速度センサ、非接触型変位センサ（BENTLY3300等）用に専用のセンサアンプを 

用意しております。 

 
  ①昭和測器 ＭＯＤＥＬ－６８０１ ８チャネルセンサアンプの入力仕様例（特注品） 
 
          使用する回転・振動センサの種類により、アンプの構成・仕様が異なりますので、以下の内容は

参考構成とお考え下さい。尚、詳細仕様は当社にお問い合わせください。 
 
・回転センサ 非接触型変位検出器 昭和測器 ＳＳＣ７５１０ 

 
センサヘッド         Ｓ－１０Ａ      設定ＧＡＰ：２．０ｍｍ 測定範囲：～４．０ｍｍ 

   変換器（アンプ）       ＳＳＣ７５１０     出力電圧：－２．０～－７．０Ｖ／０～４ｍｍ 
                                電源：－２４ＶＤＣ 
 
 ・振動センサ 動電型速度検出器   昭和測器 ＭＯＤＥＬ－２０１４（垂直位置取付用） 
                             昭和測器 ＭＯＤＥＬ－２０１５（水平位置取付用） 
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②センサ関連一覧・標準価格例 
 

回転振動解析装置・センサ関連 個数 参考価格 
１． 回転センサ 非接触型変位センサ 
   昭和測器 ＳＳＣ７５１０（センサアンプ） 
          Ｓ１０Ａ   （センサヘッド） 

ケーブル  （３ｍ） 
マグネットスタンド 

１式 別途見積 

２．振動センサ  動電型速度センサ 
  昭和測器 ２０１４／２０１５ 

８個 別途見積 

４．センサケーブル（センサ－アンプ間）  
昭和測器 ＣＡ２４１１－５ｍ（長さ：５ｍ） 

８本 別途見積       

合計金額  別途見積       
 

 

 
（４）参考資料 
 

①機器仕様 

・センサアンプ ＭＯＤＥＬ－６８０１（特注品） 

外形寸法 320Ｗ×70H×230Ｄ （mm） 電源AC100V±10%, 50/60Hz、最大消費電力 約３０Ｗ、約３．２ｋｇ 

 

 

 

 

 

 

 

 

・データロガー  ＬＸ－１０００ 

     外形寸法  300W×65H×200D  （mm） 電源AC100V±10%, 50/60Hz、最大消費電力 約４０Ｗ、約３．１ｋｇ 
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５. ＲｏｔａｒｙView の機能 

 

５．１ 基本仕様について 
 
１．リアルタイム回転振動データ収集機能 
 

(1)振動データ入力 

電圧信号         ８／１６チャネル 

サンプリング周波数   標準１２．８ＫＨｚ 

電圧入力レンジ     ±０．５、１、２、５、10、20、50Ｖ 

(2)回転パルス入力 

電圧信号              １回転／パルス数の設定可能 

入力チャネル数        １チャネル 

入力電圧         ＋０．５、１、2.5、５、10、20Ｖ 

パルス判定        立上り、立下りしきい値判定 

回転数範囲        １８０～１８０００ｒｐｍ 

(3)データ計測モード 

   回転数取り込み    （Δｒｐｍ：回転数を計測） 上昇／下降の判定を行う 

   時間取り込み      （Δｔ：最短５秒間隔で判定、取り込み時間指定） 

 

  ＊測定条件はロガーのレンジ設定等と一緒に登録することが可能 
 

５．２ データ収録機能について 
 

データ収録はメニューの計測開始を選択するか、ツールバーをクリックすることにより開始します。 

 

(1) データ収録開始はあらかじめ条件設定機能で登録しておくことにより、リストボックスから計測条件を選択す

るだけでできます。ＬＸシリーズのレンジ設定やアンプ情報もあらかじめパソコン側に登録可能ですので、非

常に簡単な操作で実行できます。 

 

(2) データ収録は計測条件を選択後、先ずモニタ開始をクリックして各センサから正常にデータ収集ができている

ことをメインＴＹグラフで確認します。 回転パルスや振動データが正しく表示されていれば、収録開始ボタン

をクリックします。 計測ファイルは収録単位に作成されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 

a.モニタ開始 d.モニタ終了 

b.収録開始 c.収録終了 

a.モニタ開始 

b.収録開始 

c.収録終了 

d.モニタ終了 

収録されたファイル 
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(3) データサンプリング方法 

 

①回転数取り込み（⊿ｒｐｍ）：回転数が変化する条件を指定して収録します。 

・回転数領域：ＬＯＷ／ＨＩＧＨ 

・⊿ｒｐｍ：回転数の変化条件 

・上昇／下降条件 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

②時間取り込み（⊿時間）：時間を指定して収録します。 

・⊿時間：収録する時間間隔を指定（時、分、秒） 

 

＊時間取り込みの場合には、収録終了は手動で行います。 

 

 

(4) 収録されたファイル中のレコード構成 

   RotaryViewではｋＨｚ単位でデータ収録するため、収録開始から終了までの全てのデータを保存すると膨大

な容量になります。 従来、トラッキングフィルタ装置とレコーダの組み合わせで計測を行なっていた際には、

最短での１秒単位でサンプリングしていたことから考えても、それ程細かいデータは必要ありません。 

   また、回転振動の場合には、回転上昇、下降時の軸やハウジングの挙動に着目して分析する必要がありま

すが、一定回転時（定格運転）のデータはRotaryViewで解析する内容としてはそれ程重要ではありませ

ん。 

 そこで、RotaryViewでは時間取り込みの場合には、どの位の間隔（⊿ｔ）で収録するか、回転数取り込みの 

   場合には、どの位の回転数変化（⊿ｒｐｍ）で収録するかを決めておき、以下の部分のみのレコードを保存し

ます。 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

回転上昇時は３００ｒｐｍ

に達したら収録を開始、３

６００ｒｐｍを越えたら終

了するが、それ以内なら収

録を継続し、下降時の判定

は３００ｒｐｍ以下になっ

たら終了する。 

この場合、回転上昇時でも

回転数の変化が５０ｒｐｍ

以上の場合のみデータを収

録する 

回転上昇、下降とも同じ条

件である 
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              ＊ＲＡＷデータとは生データのことです 

 

 

(4)リアルタイム画面表示機能 各グラフを組み合わせて８種類（シングル、マルチ、クロス）の表示形式可能 

 

波形表示                （生波形の状態を表示） 

タイムトレンド表示          （ＴＹグラフ     各次数成分の振幅／位相／ＯＡ値の時間変化を表示） 

ＳＶグラフ表示               （ボード線図    回転数変化―振動／位相） 

ポーラルグラフ表示         （ベクトル線図  振動―位相） 

オービット表示              （リサージュグラフ １回転当たりのシャフトの軌跡を表示） 

タイムベース表示          （１回転当たりのシャフトの軌跡を時系列に表示） 

ＦＦＴ表示              （周波数解析グラフ） 

シャフトセンタライングラフ （軸受クリアランス内の軸中心位置の回転数による変化を表示） 

数値リスト           （0.5Ｘ、１Ｘ、２Ｘの振幅／位相、ＯＡ値、回転数を表示） 

 
      シングル         マルチ２         マルチ３          マルチ４     
 
 
 
 
 
 
   １個のグラフを表示   縦に２段の表示     縦に３段の表示      縦に４段の表示 
 
      マルチ３Ａ        マルチ３Ｂ          クロス           マルチ６   
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

データの収録は⊿ｔ と ⊿ｒｐｍ の どちらかに該当する部分かが保存されます。 

・⊿ｔ または ⊿ｒｐｍ に該当する [1 + 8 + 1]回転分のデータまたは、 

 ＦＦＴフレームサイズの大きい方を保存します。 
・⊿ｔ または ⊿ｒｐｍ の検出位置は「shot」としてレコードに識別されます。（s1～s16） 

t 

⊿t 

rpm 

保存対象域 

収録rpm範囲 

RAWデータ 

s2 
s3 

s4 s1 s7 s9 s10 s16 

s11～15 
s5 

s6 

s8 
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(5)トラッキング演算、ＦＦＴ演算機能 

 

解析手法     ソフトウェアによるリアルタイムでのリサンプリング処理と定比トラッキング 

解析次数        0.5Ｘ、１Ｘ、２Ｘ（回転次数）、１ｆ，２ｆ（５０／６０Ｈｚ電源周波数の次数） ＊２次以上も可能 

対応回転数  １８０～１８０００ｒｐｍ 

   回転方向     ＣＷ（右回り／ＣＣＷ（左回り） 

   位相補正     回転センサ取付け角度指定 

   位相、振幅演算 

ＦＦＴフレーム長 ５１２～３２７６８ 

窓関数      レクタンギュラ、ハニング、フラットトップ 

表示単位     0-p/p-p 

スケール     リニア／ログ 

 

 

 

(6)測定データ保存  Δｒｐｍ、Δｔのタイミングでの８回転分の生データとＦＦＴ・トラッキング解析したデータを保存 

(バイナリー形式)、カンマ付きＣＳＶ形式への変換機能あり 

 

 

２．後処理解析グラフ画面表示機能 各グラフを組み合わせて８種類（シングル、マルチ、クロス）の表示形式可能 

 

波形表示              （生波形を表示） 

タイムトレンド表示        （ＴＹグラフ    各次数成分の振幅／位相／ＯＡ値の時間変化を表示） 

ＳＶグラフ表示            （ボード線図    回転数変化―振動／位相） 

ポーラルグラフ表示       （ベクトル線図  振動―位相）ボード線図表示） 

オービット表示            （リサージュグラフ １回転当たりのシャフトの軌跡を表示） 

タイムベース表示         （１回転あたりのシャフトの軌跡を時系列に表示） 

ＦＦＴ表示             （周波数解析グラフ） 

ＦＦＴ３次元表示         （周波数解析３次元グラフ） 

ＦＦＴカラーコンターグラフ  （周波数解析の結果をカラーでスペクトル表示） 

シャフトセンタライングラフ （軸受クリアランス内の軸中心位置の回転数による変化を表示） 

数値リスト           （0.5Ｘ、１Ｘ、２Ｘの振幅／位相、ＯＡ値、回転数を表示） 
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５．３ SpectraViewの主な画面表示機能について 
 

(1) メインＴＹグラフの例：モニタ開始すればリアルタイムで表示される 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(2) 数値リストの例：ショットごとに各チャネルの数値を表示する 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

TYグループ切替え 

メインTY表示 

回転パルス 

回転数 

時間軸 

各チャネルの

工学値を表示 

スケールの拡大／縮小 

チャネル情報スクロール 

時間軸スケール切替 
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(3)  シングル画面例：ポーラルグラフ（ベクトル線図） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(4) マルチ画面例：トレンドグラフ＋Ｓ－Ｖグラフ（ボード線図） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３６０度を表示 

各ショット

の振幅と位

相をプロッ

トする 

回転数か時

刻を表示 

ロータの

回転方向 

振幅の時間経過

を表示 

回転数と位相の

変化を表示 

回転数と振幅の

変化を表示 

トレンド 

ＳＶ 
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(5)  マルチ画面例：トレンドグラフ＋ＦＦＴ２Ｄグラフ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(6)  マルチ画面例：トレンドグラフ＋Ｓ－Ｖグラフ＋ＦＦＴカラーコンターグラフ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

トレンド 

Ｘ軸：周波数 

Ｙ軸：振幅を 

表示 

ＦＦＴ 

トレンド 

ＳＶ 

カラーコンター Ｘ軸：時間 

Ｙ軸：周波数 

色がスペクトル

レベル表示 
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(7)  マルチ画面例：ＦＦＴカラーコンターグラフ＋オービットグラフ＋シャフトセンターライングラフ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

(8)  マルチ画面例：２軸分のポーラル＋Ｓ－Ｖ＋ＦＦＴカラーコンターグラフ 

 
 
 
 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

シャフトの軌跡

を表示 

カラーコンター 

オービット／タイムベース 

シャフトセンターライン 

軸中心位置の変

化を表示 

ポーラル 

ＳＶ 

ＦＦＴ 
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(9) ＦＦＴ３Ｄグラフ例 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ＴＹグラフ 

カーソルで

任意の時間

を指定 

表示するファイ

ルを指定 

スライドバーで時

間を移動させる 

ＦＦＴグラフ 

１フレーム分を 

表示 

Ｙ軸のスケール

を指定 

カーソルで周波

数を指定 

３Ｄ表示は 

Ｘ軸が周波数 

Ｙ軸は振幅 

Ｚ軸方向は時間

の経過を示す 

次数ラインを表示 
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□ 本文中で使用されている会社名及び商品は、各社の登録商標・商標です。 

●当社はこの他、計測･制御に関する各種ソフトウェアの開発を致します｡下記宛お問い合わせ下さい｡ 
●機能概説書記載の内容は、予告なく変更する場合がありますのでご了承下さい。2022年1月現在） 
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